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田トップピボット（上枠側）

図トップピボット（ドア上部）
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（ドア下部）

■ ドア位置調整方法
次の順序で調整してください。

,. ドア閉鎖位置の調整〔召合せ調整〕
③④幅方向調整ネジをゆるめておき、①②閉鎖位置調整ネ
ジで調整し、締付けてください。調整は下記の要領で行な
ってください。

Aの場合

Bの場合

□：：こ： ―― i l

②のネジをゆるめ、①のネジを締付ける。

□ここミこ三＿＿！↑

①のネジをゆるめ、②のネジを締付ける。

2.ドアと堅枠の隙間調整 ドア巾方向調整
⑧④幅方向調整ネジで下記の道り行なってください。

③のネジをゆるめ、
④のネジを締付ける。

④のネジをゆるめ、
③のネジを締付ける。

3.上記1.2.で調整後、各ネジをしつかりと締付けてください。
また、トッブピポット下部の調整ネジでも行えます。扉が右
に傾いている場合は調整ネジを左に、左に傾いている場合は、

田フロアヒンジ I 右方向に回して調整して ください。
部品ナシ本体（床側）

■閉扉速度調整方法
2つの速度調整弁を右・左に回すだけで、それぞれの速度調
整が簡単にできます。

中心吊自由開き
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工トップピボット（上枠側）
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4-M5X16皿小ネジ
14.5裏板 （別途）
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3-M5x16十字穴付皿小ネジ
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呼称品番 適用ドア寸法

k質

ド

g以量下アストップ付 ストップなし 巾 x 焉さmm以下

ST-1001 T-1001 900X2,100 70 

ST-1002 T-1002 950X2,100 100 

ST-1003 T-1003 1,050X2,200 120 

5 →, 
品番ST-1003/T-1003は、
U-11型トップピボットを標準にしております。

トップピボットU- I (ドア上部）

14.5補強板（別途）

F.L

U-II型トップピボット 巨邑旦

小ネジI
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閉扉第1速度調整弁
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閉扉第2速度調整弁
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3 アー ム（ドア下部）
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③ドア巾方向調整ネジ
；第27さメ“――ク9

〖-
第1速度調整 第2速度調整 |® ®|③ ® 

速くなる《：》遅くなる速くなる〈食くなる②ドア閉鎖位置調整ネジI

※ステンレス製セメントケースも製作可能です。 ：
63 I· ''. ． 

お問い合せください。 陀306

1 亙 ④フロアヒンジ部品ナシ本体（床側） 2 




